
シャインマスカット 減農薬栽培体系の開発

【お問い合わせ先】
農研機構果樹茶業研究部門ブドウ・カキ研究領域病害虫ユニット

新井朋徳・須崎浩一 Tel：0846-45-4762または4756
E-mail：gaityuu@affrc.go.jp、kcsuzaki@affrc.go.jp

当該技術は農林水産省委託事業「食料生産地域再生のための先端技術展開事業」の成果です。

農薬散布回数を慣行防除体系と比べて2割削減した減農薬防除体系を組
み立てました。

殺菌剤と殺虫剤削減のポイントは、
１．梅雨前までの化学合成殺菌剤をボルドー液に代替
２．光反射シートマルチを利用し開花期頃の殺虫剤散布を削減
３．袋かけを可能な限り早期化し、病害の発生リスクを低減し、あわせて
袋かけ直前の殺虫剤散布を削減

４．袋かけ後のボルドー液散布回数を月1回とし、殺菌剤散布回数を
削減

技術の概要

期待される効果

・減農薬防除体系は慣行防除と同
等以上の病害虫防除効果が得ら
れる。

・光反射シートマルチによる増収効
果により、シートマルチの設置費
用以上の収益が期待される。
・有機JASで使用可能な薬剤の効果

的な使用により、化学合成殺菌剤
と殺虫剤の成分数の削減も実現。

光反射シートマルチ設置状況




